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授与番号 乙第 778 号 

 

論文内容の要旨 

Pelvic Artery Calcification Sore is a marker of vascular calcification in male 

hemodialysis patients 

(骨盤動脈石灰化スコアは男性透析患者の血管石灰化の指標である) 

(松浦朋彦、阿部貴弥、小野田充敬、五十嵐大樹、杉村淳、駒木俊明、佐々木成幸、高沢由美

子、加藤哲夫、吉岡邦浩、江原茂、小原航) 

（Therapeutic Apheresis and Dialysis 22巻,5号 平成 30年 10月掲載） 

 

Ⅰ．研究目的 

血液透析患者は一般人と比較して、心臓血管系合併症（CVD）による死亡が多く、冠動脈疾

患の有病率が高いことが原因と考えられている。また動脈の石灰化は透析患者の生命予後に強

く関連する。冠動脈石灰化の評価は electron beam computed tomography （EBCT）や

multi-detector CT（MDCT）による非侵襲的な方法が主流で、Agatston 法によって算出される

冠動脈石灰化スコア（coronary artery calcification score：CACS）が用いられる。しかし、

CACSを評価するための撮影には、心電図同期や呼吸同期出来る CT装置が必要であり、全ての

施設で簡単に施行できる検査方法ではない。また、著しい冠動脈石灰化を有する様な患者は石

灰化の数値が高くなりすぎ、評価法としての有用性が低くなるなどの問題点があり、血液透析

患者ではこれらの問題点が大きく影響する。 

これまでに透析患者の石灰化評価法の研究は少なく、特に骨盤部の動脈を評価した報告はな

い。今回我々は透析患者の石灰化を評価する新しい試みとして、骨盤動脈(陰茎動脈)に着目し、

血液透析患者における血管石灰化の新たな指標になるか検討を行った。 

 

Ⅱ．研究対象ならび方法 

＜対象＞ 

血液透析を受けている男性患者 66 名のうち、人工股関節術後など骨盤部の動脈の評価が出

来ない患者を除く 59名を透析群とした。また透析群のうち同意が得られた 48名において CACS

も測定した。またロボット支援下前立腺全摘除術のため、骨盤部の単純 CT 検査を受けた腎機

能正常（e-GFR 60 ml/min/1.73 ml/min/m2以上）な男性 52名を対照群とした。透析群および

対照群において書面にて説明と同意を得た。 

＜動脈石灰化＞ 

CACSおよび骨盤動脈石灰化スコア（pelvic artery calcification score：PACS）は、64列

マルチスライス CT（Aquilion/CXL edition:東芝メディカルシステムズ）を使用し撮影した。

PACSは上端が恥骨結合下縁、前縁が恥骨結合後縁、下端を坐骨下端の骨に囲まれた 3角形の空

間に存在する動脈の石灰化の有無を調べた。 

また石灰化スコアは Agatston らの方法に準じ、3D 医用画像処理ワークステーション

（Zaiostation2:ザイオソフト株式会社）を使用した。CACS は心電図同期撮影法を用いて、心

基部から心尖部に向かってコンベンショナル(非ヘリカル)スキャンでスライス厚 3mm、20スラ

イスの連続撮影を１回の呼吸停止下にて求めた。また PACS はコンベンショナル(非ヘリカル)
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スキャンにてスライス厚 2mmで行い、評価範囲内に存在する石灰化にて求めた。 

＜統計処理＞ 

 CACS、PACS、その他臨床因子に関するデータは中央値(最小値-最大値)で示し、骨盤部動脈

石灰化の出現率はχ2 乗検定を、相関関係はスピアマンの順位相関係数を用いた。統計解析に

は JMP11（SAS Institute, Cary, NC, USA）を用い、P<0.05を有意差ありと判定した。 

 

Ⅲ．研究結果 

＜患者背景＞ 

 両群の年齢の平均値は 65歳と同等であったが、透析群は対照群に比べ、UN、Creが高値を示

した。また、糖尿病は透析群に有意に多く、高血圧の有病率は統計学的な差を認めなかった。 

＜CACSおよび PACS＞ 

 対象群の冠動脈の石化化の出現率は 97.9％（48名中 47名）であった。また骨盤部の動脈の

石灰化の出現率は 79.7％（59名中 47名）であり、腎機能正常群の 5.5％（55名中 3名）に比

べ有意に高値であった（p<0.05）。対象患者群の CACS は 1660.2（0-9056.1）であり、PACS は

48.8（0-2943.1）であった。 

 また、CACSと PACSは正の相関関係(r=0.5869/p<0.001)を示し、CACS、PACS共に透析期間が

長くなるにつれてそえぞれのスコアの上昇を認めた(r=0.4065/p=0.0022、r=0.3943/p=0.0046)。

また透析導入初期から高値のCACSに比べPACSは透析導入後徐々にスコアがあがっていく傾向

を認めた。 

 

Ⅴ．結  語 

 

骨盤動脈石灰化は腎機能正常男性に認める事はほとんどなく、男性透析患者の多くで認める所

見である。この骨盤動脈石灰化は Agatston 法を用いることにより定量化が可能で、既存の冠

動脈石灰化スコアと正の相関を認め、透析期間が長くなるにつれてスコアの上昇を認める。本

研究において骨盤動脈石灰化は男性血液透析患者に特化した血管評価法となる可能性が示唆

された。 
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